
∴

∴

∴∴

∴：
∴ ：

畿

∴

掴

∴∴「

∴∴

∴∴

i

繋 i 繰　言

千㌧　　 息†i／
；；∴∴

∴＼∴ ∵∵∴∵

饗醒

∴∴

∴　　 ∴　　　 一

；

鵬

特集IDOS．Windows．WindowsMTの

アプリケ鵜シヨンを

効率よく開発する

19，3年4月1日（1日l善）監修・ポーランド

CIC十十言語技術処理系
RCマガジンRorlann

1995
APR．V°し1NoM

圏

∴∴∴∴∴　　　　　　 ∴∴　：（雪／＼　 ／

／言：∴ 夕

∴ ∴　 ∴‾＼ ∴

∴∴　 ∴一∴∴∴∴

∴∴ ∴∴∴∴∴
躍

l

∴：∴∴

∴： ∴

r ∴
醸 麗 麗 閲 灘 讃

∴ ∴ ∴

．∴ －

∴

　 ／／／

／＼

＼

　　　　　　 ノ′

∴声　　　　　　　　　 ∴ ∴∴

∴ ∴ 一 ∴ ∴ ∴ ∴ ∴

n t h o C 十 十 4 0 J h r D O S

B o r la n d m w e r P a c k f o r D O S l

訪 D O S 開 発 の 救 世 主

語 発 売 間 近 の 評 価 レ ポ ー ト

：ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：
点

∴雫 寸 「∵　　 ∴

∴∴　　　　　　　　　　　 ∴∴　　　　　　 ∴　．∴∴∴
、＼〆　　　　　　　 ∴∴∴∴　　　　　　　∴

∴∴∴ ∴　 ．∴∴∴
一∴ ． ：∴∴

　　∴∴

醜醜醜態帯革観閲縫頴鞍懸遷軽
の0固Windows2，0、他社製晶では実現できない裏ワサ表ワザ全機能紹介の階層プロジェクトマネージャのパワー
の16ピットから32ピットアプリケーション開発まで、シームレスな開発を実現した統合開発環境㊨新技術への対応
㊨例外処理とRTTlによる信頼性の向上の仕組み㊨究極のカスタマイズと拡張性が実現された内蔵エディタの真価

のVBXに対応したResourceWorkshopの威力の98＆DOS／V両対応は、ポーランド開発陣のクラフトマンシップの証

ポーランド株式会社
〒1う1東京都渋谷区笹塚1－64－8笹塚サウスヒルTEL．03づ330－9380mX．03－う350－9369
＊LlmBorlandproductmm縛aretIademark30fBorlandIntematlOnal．Inc－⑥B。rlandIntematlOnal，Inc．

＊その他、商品名は一般に各社の商標ま油ま登録萌標で‾㌔

9 9il Pn ポーランド製品に関する情報は、B orla nd UゼA X S erv iceからどうぞI

tl IIIci
T E L ：0 3 ・5 3 5 0 °9 3 4 0 認 諾 認 諾 諸 説 謀 でも

類プッシュ回線でご利用ください。



創刊の挨拶I開発者の生産性を追及するRc MAGAZli帖
C言語市場もひところの多品種時代を過ぎ、アプリケーショ

ン開発の主流言語としてかなり落ち着いているように見える。

しかし、生産性を向上させるための各社の競争は、以前にも増

して激しくなっているのが現実である。

はたして、開発に必要なものはコンパイラの速度か統合開発

環境の機能か、メーカーのマーケテイングカか、氾濫する情報

の中で処理系の選択に悩まされる開発者は少なくないだろう。

わがBCMAGAZINE誌は、主にC／C十十言語を中心とし、ア

プリケーションを開発する際の生産性を真に高めてくれる処理

系を紹介する目的で創刊された。本誌は、独自の調査により他

誌には決して真似のできないレベルの記事を提供できていると

自負している。

なお、本誌の性格上、製品の評価が独断的あるいは一方的で

あることは、あらかじめご了承いただきたい。

特集
DOS，Wi軸OWS，Wi軸OWS晴のアプリケーションを効率よく開発する

アプリケーション開発を効率よく開発するためには何が必要

でしょうか。あなたがプログラミング初心者だと仮定して、こ

れからDOSのアブl）ケーシヨンを作成することになったとしま

す。単にDOSがあるだけでは、何をどうやって開発してよいの

か途方にくれてしまうに違いありません。そこで、アプリケー

ションを開発するには、まずコンパイラというものが必要です。

どんなコンパイラを選べばよいでしょうか。初心者にとって重

要なことは、最適化が充実していたりライブラリ関数がどれだ

けそろっているかということではないでしょう。むしろ、わか

りやすいマニュアルと使いやすい開発ツールが含まれているか

どうかが大切です。それに、アプリケーションを開発するため

の参考書も揃っていた方がよいでしょう。

あなたがプログラミングのプロであれば、コンパイラへの要

求も変わってきます。たとえ、わかりやすいマニュアルがつい

ていても最適化の機能が貧弱であったり、利用できるライブラ

リ関数が揃っていなかったり、開発に必要な機能が揃っていな

いようなコンパイラを選ぶことはないでしょう。

また、そもそも効率とは何でしょうか。とにかく安価なシス

テムが欲しいという人がいるかもしれません。お金に糸目はつ

けないから開発時間が節約できればよいという人がいるかもし

れません。たとえ、100万円のシステムでも半年かかる仕事を2

カ月で実現できれば十分もとがとれるでしょう。あるいは、と

にかく信頼性の高いアプリケーションを開発したいという人も

いるでしょう。アプリケーションの信頼性が低いと、せっかく

仕事をしても、その後の保守作業に時間がかかって余計な経費

がかかるかもしれません。

そういった意味では、アプリケーションを効率よく開発する

というテーマはあまりに漠然としすぎているかもしれません。

しかし、条件を限定していくつかの処理系を比べてみれば、ど

ちらが優位であるかという参考にはなるはずです。

効率と綱灘夜参る－オブジェタメ劾タラミ｝／ク勿彦伊
たいていの場合、プログラムはただ作成して終わるというも

のではありません。プログラムを作成するためにプログラムし

た、というものでなければ何かの問題を解決するという目的を

持っているわけです。時間がたてば　その目的も変わるでしょ

う。一度作成したプログラムは、新たな要求や環境のために修

正したり、改良されることがしばしばあります。もしかすると、

プログラムを改良したくないために、プログラムの目的も変更

したがらないというケースもあるかもしれません。

C言語での古典的なプログラミングスタイルでは、プログラ

ムを改良する場合はプログラム全体についての見直しやデバッ

グが必要なことが少なくありませんでした。ファイルに記録す

るためのデータ構造を変えると、そのデータ構造がプログラム

のどこで使われているかを調べ直さなければなり、ませんでした。

たとえ、誰も使わないように祈っていてもプログラム上は「そ

のデータを便うな」と指示できないので、可能性を否定するこ

とはできないのです。

オブジェクト指向プログラミングにおけるカプセル化は、こ

うしたプログラムを拡張するときの問題を解決するために役立

ちます。何かの処理をあらわすのデータ構造をひとつの“クラ

ズ’にカプセル化しておけば、クラスの利用者が内部構造に立

ち入ることを禁止できます。データ構造の実装方法を変更して

も、外部とのやりとりが変わらなければ変更部分だけをデバッ

グするだけで済みます。クラスはオブジェクト（対象）を表現す

るための方法であり、オブジェクト指向プログラミングではク

ラスをどのように組み立てていくかが重要になります。

さらに、オブジェクト指向プログラミングには継承という大

きな特長があります。継承とは、既存のクラスに手を加えず、

新たな機能を追加したりいくつかのクラスを組み合わせて新た

なクラスを作ることです。あるクラスが要求されていた機能を

きちんと実現していれば、要求が追加された場合には、その新

たな要求のためだけに元のクラスに機能を追加すればよいので

す。既存のクラスに手を加えないということは非常に重要です。

C言語などで構造体を利用していると、新たな情報を追加す

るためには構造体そのものを変更しなければなりません。そう

すると構造体を使っている部分すべてについて、デバッグや見

直しが必要になります。別の構造体を作って、その中にもとの

構造体をメンバーとして埋め込むこともできますが、そうする

と新たな機能と元の機能は、同列には扱えなくなります。これ

は構造体を利用する側にとっては不便でしょう。

継承は、まさに再利用性を高める重要な機能です。オブジェ

クト指向プログラミングには多感性という機能もあり、クラス

を拡張する際にもとのクラスの特定の機能を置き換えられます。

このように、オブジェクト指向プログラミングはプログラム

の再利用性を高め、機能を拡張するときの手間を軽減する画期

的な手段となるものです。また、オブジェクト指向プログラミ

ング言語にはさまざまな種類があります。C十十やSmalltalkを

はじめ、ポーランドから発売されているTurbo Pascalもオブ

ジェクト指向プログラミングに対応しています。しかし、本誌

は、あくまでもC十十言語専門誌なのでC十十以外の処理系は考え

ないことにします。

2BCMAGAZINE1995Ap血



該者アップ切を‘後の忽窃乗務殉一脚鋤贈物肋の＋4ar

本特集のテーマであるDOS、Windows、Windows NTに限

定した効率のよい開発言語として本誌ではC十十を勧めます。こ

れは、本誌がC十十専門誌であるという以外にも、Windowsや

Windows NT自身がCで開発されていてC十十との親和性が高い

ことが挙げられます。

C十十言語に対応するコンパイラーにはさまざまな種類があり

ますが、単にC十十に対応していれば何でもかまわないというわ

けにはいきません。C十十のパワーを清かすには、コンパイラー

がそれにみあう環境を提供できているかが重要な要素となりま

す。そして、DOS、Windows、Windows NTの開発に最適と

言えるのはBorlandC十十4．OJでしょう。BorlandC十十4．OJは、

ひとつのパッケージでこれらのすべてに対応するアプリケー

ションを開発できます。たとえば、開発する対象をWindows

からWindows NTに移行しなければならないとしても、環境そ

のものを変更する必要がなく無駄な手間がかかりません。しか

も、どの環境に対しても最新のコンパイラの機能を使えます。

DOSアプリケーションの開発に関しても、98とDOS／Vの両

対応をはじめ、すぐれた機能を提供している他、オプションの

Borland PowerPack R）r DOS16を使えば、プロテクトモード

アプリケーションを開発したり、メニューやダイアログボック

スを備えたユーザーインターフェースを構築するためのTurbo

Visionというクラスライブラリが使えます。

ひとつのパッケージで、これらの環境に対応していると宣伝

している処理系は他にもあります。しかし、16ビット用と32

ビット用に2種類の開発システムをインストールしなければな

らなかったり16ピット対応のコンパイラでは最新の機能が使え

ないというものや、日本語化が不十分だったり32ビットリソー

スに対応していないなど実用性に乏しいものもあります。DOS、

Windows、Windos N町のすべてに対応し、きちんと対応して

いるものはBorlandC十十4．OJだけだと言ってよいでしょう。し

かも、BoI・landC十十4．OJは豊富な機能をそろえながらも68．000

円（税別、CD－ROM版）／74，000円（税別、‾FD版）というリーズナ

ブルな価格で販売されています。

なお、開発の対象をWindowsに限定するならポーランドの

TurboC十十R）rWindows3．1という選択もあります。これは、

29，800円（税別）という入手しやすい価格設定でありながら、

Windows上の統合開発環境やクラスライブラリ、リソースエ

ディタ、スタンドアロンテ㍉†ッガなどWindowsアプリケー

ションの開発に必要なすべてが揃っています。Borland C十十

4．OJに比べても、必要なハードディスク容量が少なく、多少処

理能力が劣るパソコンでも軽快な開発が実現できます。あるい

は、Turbo Pascal fbr Windowsという選択肢もあります。

Pascalは、より洗練された構文を持つ処理系で、Turbo Pascal

はオブジェクト指向プログラミングに対応しています。

該声アップXニケ研着々クラスライブラグの彦伊

オブジェクト指向プログラミングで重要になるのが、どんな

クラスライブラリが提供されているかということでしょう。

オブジェクト指向プログラミングでは、アプリケーションの

基礎から自分でプログラミングするのではなく、継承を使って

すでにあるアプリケーションのフレームワーク（骨格）に肉付け

をしていく方法をとります。このため、フレームワークがしっ

かりしたものでなければ、肉付けする作業も面倒なものになっ

てしまいます。また、クラスライブラリが十分な機能を提供し

ていないのであれば、その部分をプログラマーが肉付けしなけ

ればならず、作業が増えることになります。

．効率とl筏繊夜参る一箱勤務勤務形湯原

よいクラスライブラリを選択することは重要ですが、それを

開発する環境が貧弱であれば、やはり生産性の低下をまねくこ

とになります。特に、Windowsアプリケーションを開発する

場合は、DOSのコマンドラインでコンパイル・リングして

Windowsを起動してプログラムを実行する、というスタイル

は効率のよいものではないでしょう。Windowsのアプリケー

ションは、やはりWindows上の開発環境で作成するものです。

この意味でもすぐれた操作性を持つBoI・landC十十4．OJの統合

開発環境ODE）が勧められます。BorlandC十十4．OJのIDEには、

単にエディタ、コンパイラ、リンカ、デバッガの機能が組み込

まれているだけではありません。機能が豊富なのはもちろんで

すが、全般にわたってカスタマイズ性が非常に高いのです。

才とlQ

よりよいアプリケーション開発の近道は、やはりよりよい開

発環境を選択することです。BC MAGAZINEは、もっともす

この意味でも、Borland C十十　4．OJの01函CtWindows

Library（OWL）2．0が勧められます。OWIJ2．0は、本誌でも特

集していますが、他のクラスライブラリにはない数多くの特長

を備えており、しかもオブジェクト指向プログラミングのパ

ワーを存分に活かしています。

OWL2．0では、スピードバーやステータスライン、ツールパ

レットなどWindowsアプリケーションの一般的なインター

フェースをオブジェクト指向のスタイルで提供しているので、

容易にアプリケーションを肉付けすることができ、自分自身の

独創的な部分だけにプログラミングの力を集中できます。

エディタはキーをカスタマイズしたりキーボードマクロを定

義できます。スピードバーもよく使うものだけを配置できる酔

うカスタマイズできます。構文強調表示は配色を変更できるば

かりでなく、どんな単語を強調表示するかも指定できるように

なっています。

このカスタマイズ性の高さは「利用者がソフトウェアに合わ

せる」のではなく「ソフトウェアが利用者の使い方に合わせ

る」ことをあらわしており、非常にユーザーフレンドリーなソ

フトウェアだと言えるでしょう。

もちろん、エディタの機能をはじめとするIDEの機能も豊富

です。特にコンパイル速度が速いことは、プログラマーの生産

性を向上させる意味でも大きな役割を果たします。

ぐれたDOS、Windows、Windows NT用の開発システムとし

てBol・landC十十4．OJを推薦します。

BCMAGAZINE1995Apri13



8081ann c十十‘mJ縫目苑0ク左蔦に⊃　謄
ポーランドが昨年9月に発売を開始’したBorlandC十十4・OJは、

その豊富な機能とすぐれた操作性が各方面で高い評価を受けて

います。その一方であまりに機能が豊富なだめに、どんな特

長があるのか把握しにくいとか、応用例が知りたいと言った声

があるのも事実です。限られた紙面ですが、ここでBorland

C十十4．OJの特長を紹介してみることにします。

物賜肋励〟，略20．繊鰯推移奮若者l“表フグ・裏フグ望筋銘紹介

OtriectWindowsLibrary（OWD2・0は、BorlandC十十4・OJに

添付されている新しいWindows用のクラスライブラリですo

B。rland C十十3．1以前では、OWL1．0というバージョンがサ

ポートされていましたが、OWL2．0では1．0に比べて全体的な

構成の見直しと機能強化がはかられています。もっとも大きな

変更点は、C十十の標準仕様を使って書き直されたことでしょう。

OWL2．0はマルチプラットフォームに配慮し、ポーランドの独

自拡張に頼らないクラスライブラリとなっていますo

OWL2．0は他社のクラスライブラリに比べて多くの優れた点

を持っています。紙面の関係上、簡単に列挙します（95・1現在）。

●ANSIC十十対応の例外処理機能

●　ANSIC十十対応の文字列クラス

●　レイアウトウインドウ

●　ガジェットウインドウ

●　オブジェクト指向で実現したツールバー

●　オブジェクト指向で実現したステータスバー

●VBXのドラッグアンドドロップサポート

●使いやすいツールパレットクラス

●　簡単なダイアログホックでのデータ転送

●使いやすい印刷クラス

●　メタファイルのサポート

●　その他

ここでは、ツールバーについて取り上げます。

これに対して、OWL2．0ではツー）レバーのボタンはオブジェ

クトとして定義されています。ツールバーは、TControIBarと

いう名前のクラスで表現します。ここに、ビットマップボタン

のオブジェクトを追加することでツールバーを実現します。ボ

タンのイメージは独立したビットマップとして扱われています。

次のツールバーを考えてみます。

励0捗ct脇Hめ鵬で作成したツールノヤーの勿

OWL2．0では、

うになります。
TContr01Bar　★cb

cb－＞工nsert（★new

cb－＞工nserC（★new

Cb－＞ェnSert（★new

cb－＞エnsert〈★new

cb－＞工nsert（★new

Cb－＞エnsert（★new

Cb－＞工nsert（★new

このツールバーのためのプログラムは次のよ

＝neW TContrelBar（parent，direction）；

TButtonGadget〈CM＿MD工F工LENEW．

C坤＿F工lENEW）上

TButt．°nGadget（CM＿二MD工FlLEOPEN，

C叫＿F工LEOPEN）〉i

TButtonGadget（CM＿FtLESAVE，

CM＿F工LBSAVE））i

TSeparateGadget（6））；
TButtOnGadget〈CM＿ED工TCUT，

CnLED工TCUT））弓

TButtOnGadget（CM＿ED工TCOPY，

CⅢ＿ED工TCOPY））i

TButt°nGadget（CM＿ED工TPASTE．

C叫＿ED工TPASTB））i

ビットマップは、それぞれのボタンごとに定義できます。こ

のため、他のボタンに影響させる心配なくボタンの順序を変更

したり、追加や削除することができます。

このように、OWL2．0ではそれぞれのボタンをオブジェクト

として設計しているため、取り扱いが簡単です。また、それぞ

れのボタンはコントロールのように独立していますが、限られ

たウインドウハンドルを消費しないようガジェットウインドウ

という仕組みを用意しています。

他社製品では、ボタンのイメージをただひとつのビットマッ

プにまとめて定義するようなオブジェクト指向プログラミング

とはかけはなれた設計をしているものもあります。しかし、

OWL2．0では、ツールバーをはじめC＋＋のパワーを十二分に活

用しているため、利用しやすく安全なものになっています○

傍観フロン二ク′マネージャの，○クー

B。l・landC十十4．OJのプロジェクトマネージャでは複数のター

ゲットを管理できます。実行ファイル（．EXE）やDLL、あるい

はヘルプファイル（，HLP）など複数のターゲットが必要なアプリ

ケーションでも、まとめて管理できるようになっています○

図及肌ぬHdC十十4．αIのプロジェクトウインドウ

さらに、階層構造を採用したことで、実行ファイルに必要な

ソースファイルやライブラリを登録した上で、ライブラリを構

築するのに必要なソースファイルをそのライブラリのための

ノードとして登録できます。そのソースコードが何かのソース

コードジェネレータで生成されるものであれば　さらに元にな

るファイルをそのソースのノードとして登録できます。階層構

造は、特定の部分をまとめて隠して表示したり、広げて表示す

ることができるので、プロジェクトの管理も簡単です。
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また、IDEにはDOSやWindowsのツールを組み込む機能があ

ります。プロジェクト項目はそのツールをIDE自身の機能のよ

うに利用できます。たとえばオプションのTurboAssembler

を組み込んでおけばプロジェクトに登録したアセンブリソ‾

スを自動的にアセンブルできるようになります○あるい

は、．RTFの編集ツールとしてMS－Wordを組み込んでおけば

プロジェクトの．RTFファイル名をダブルグ）ックしただけで、

MS，W。rdを起動できるようにもなります。アセンブラなどの

フィルタとして機能するものは、フィルタが出力する内容を

IDEに取り込む仕組みは公開されているのでフィルタを自作

してIDEの機能を拡張することもできます。

プロジェクトのオプションの設定は、使いやすいノートブッ

ク形式のダイアログボックスが使えます。さらに、プロジェク

ト全体とは別に個々のノードに対するローカルなオプションも

設定できます。このときもノートブック形式のダイアログボッ

クスを使って、全体のプロジェクトの設定を引き継ぐか、ロ‾

カルなオプションで設定を強制するかを選べます。

複雑で大規模なプロジェクトを効率よく管理するためには、

B。rlandC十十4．OJの階層プロジェクトが最適でしょう。



％ピッ′d′多紺ピッ′圭縞シー∠レズ存鰯寮を親衝窮
プロジェクトマネージャには、TargetExpertという機能が組

み込まれており、ターゲットを16ビバアプリケーションとし

てコンパイルするか、32ビットアプリケーションとしてコンパ

イルするかを簡単に切り替えられます○それぞれの条件に必要

なオプションは自動的に設定しなおされます。

また、Windows用のクラスライブラリOWL2．0は、16ビッ

トと32ビットの間でのソースコードの互換性を確保しているた

め、OWLの仕様で書かれたアプリケーションは16ビットと32

ビットを自由に切り替えられます○このとき開発環境そのもの

を変更する必要はありません。

易衛のカスタマイズと搬勘定努きれた偽庸エディタの貴解
IDEのエディタは、自分の好みにあわせてキー操作をカスタ

マイズできます。デフォルトでは、IDEはWindowsの標準的な

キー操作CUA（CommonUserAccess）をサポートしていますが、

この他のキー操作としてDOSIDE、Brief、Epsilonなどの

キー操作に合わせるボタンが用意されています。

さらに、KEYMAPRというユーティリティを使えば、好みの

機能を適当なキー操作に割り当てられます。たとえ

ば∴’main（intargc・Chal・塙rgvyと入力し、改行し∴・〈“を入力

し、改行し、タブを挿入する、という操作もひとつのキー（ま

たはプレフィックスつきのキー操作）に割り当てられます。

鮒崩し左伽鋤柳腰物の威力
もともと、ResourceWorkshopは、すぐれた操作性を持つlj

ソ‾スエディタとして高い評価を受けていたものです。実行

ファイルやDLL内にバインドされたl）ソースの編集、細かい調

整機能がついたダイアログエディタ、カスタムコントロールの

サポート、メニューやビットマップフォント、アクセラレータ

などのすべてのリソースのビジュアルな編集や管理など、リ

ソースの編集にかかわるすべての作業はResourceWorkshopだ

けで実現できます。

BorlandC十十4・OJに付属しているResourceWorkshop4．0は、

新たにVBXのサポート、IDEとの連携、32ビットリソースの編

集がサポートされています。VBXはMi請。S。ftのVisualBaSi。

用のカスタムコントロールです。市販のVBXを利用できること

で、アプリケーション開発の効率化がはがれます。なお、VBX

はOWL2・0のクラスでもサポートされています。

IDEとの連携とは、IDEのプロジェクトから特定のリソース

を直接編集させたり、ClassExpertで作成したダイアログやメ

ニユ‾を編集するために簡単にResourceWorkshopを呼び出し

たり、逆にダイアログ編集中に特定のコントロールのための動

作を定義するためにRe50urCeWorkshopからClassExpertを呼

び出すことができるというものです。

32ビットリソースの編集とは、文字通り32ビットアプリケー

ションが使うリソースを編集できる機能です。32ビットアプリ

ケ‾ションを構築できる環境ならば当然のような機能ですが、

32ビットリソースはUniCodeの取り扱いなど特殊な処理が必要

になります。他の製品では、編集するときは16ビットリソース

としてしか編集できず、32ピットのリソースでは制約を受ける

ものもあります○また、DOSのコマンドラインで32ビットリ

ソースがコンパイルできるのは、Borlan（1C十十4．OJだけです。

鋤舷側陽〝局鰯施・ポーラン相親裁笹のクラフトマンシッフ切歯
BorlandC十十4．OJは、CD－ROM版でもFD版でも98とDOS／V

の両方の開発環境を提供しています。2種類の製品であれば、

ユ‾サーが開発環境を変更したときにもう一本売れるはずです

が、なぜ売り上げが下がるようなことをしているのでしょう。

この疑問に対して、ポーランドはこう回答しています。

「特にWindowsの場合、必ずしも開発環境が98かDOSⅣの

どちらかに限定される必要はありません。開発環境を移行する

ときに余計をコストがかからない方が喜ばれるでしょう。

また、BorlandC十十4・OJの98＆DOS／V対応は、単に2種類の

開発システムが入っているというだけではありません。特に機

種依存性が問題にされるコンソール関数、グラフィックス関数、

浮動小数演算例外については機能の共通化がはかられています。

つまり、同じ実行ファイルをどちらの機種でも使えるように、

自動判別機能が含まれているのです。

これは、オプション製品のPowerPackめrDOS16のDOSエ

クステンダー機能やTurboVisionでも同様です。Tul・b。Visi。n

で作ったアプリケーションは、98のノーマルモード・ハイレゾ

モ‾ド、DOSNで動作するようになっています。H98の拡張ア

トリビュートにも対応していますし、非公式ですがDOSNの英

語モードでも罫線などが化けないように工夫されています。」

＊おわび紙面の都合上、“新技術への対応，，と ‘‘例外処理とRTTI

特に、DOSアプリケーションの移植を求められているプログ

ラマーには非常に嬉しい話ではないでしょうか。さらに、この

機能の発想についてポーランドはこう回答しています。

「98とDOS／V共通化は、もともとBorlandC十十3．1対応の

TurboVisionから始まっています。オブジェクト指向で機能を

カプセルイ打ているため、機種依存部分だけを変更すれば実現

できるというのが発想のもとになりました。実際、両対応のた

めのコストはそれほどは大きくありません。

それに、この機能はオブジェクト指向を活かすという意味で

より’’ポーランドらしい’’という技術陣の声があったのです。む

しろ、マーケテイング面は後からついていった感じですね。実

際に、サイズ増加もTurboVision全体の数％に収まることがわ

かったので、両対応に踏み切りました。

あまり目立った宣伝をしていないせいか、この機能のことが

知られていないケースがあるようですが、活用されている方に

はかなり好評です。もっと、活用していただきたいですね。」

まさに、ユーザー本位の開発環境を提供してくれるポーラン

ドここにあり、という印象を受けるような機能ではないでしょ

うか。今後も、このような製品を開発し続けてくれることに期

待します。

による信頼性向上の仕組み－， は割愛させていただきました。
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諸家ニー〟〟吻肋の十五〝胸晴朗陽／物〝側聯妨

本誌では、今春ポーランドから発売されるというTurbo C十十

4．OJ氏）rDOSとBorlandPowel・PackR）rDOS16について、他誌

に先駆けて情報を入手することができました。とかく、
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図日弛め00十十4aIの，統合篇発環境

TurboC十十4．OJめrDOS（以下、TurboC十十4．OJ）は、米ポー

ランドの製品系列にない日本独自の製品です。日本では、

TurboC十十1．0というコンパイラが4年以上の長期に渡るベスト

セラー商品として発売されてきました。米ポーランドでは、す

でに新バージョンのTurboC＋＋3．0が発売されていたのですが、

結局この製品は日本語化されませんでした。ポーランド社によ

れば、この理由は「Turbo C十十3．0は、プロテクトモードで動

作します。しかし、DOS市場でもっとも影響力のあるNEC製

のDOSで、EMM386がVCPIもDPMIもサポートしていなかっ

たためエントリーユーザーの方を対象としているTurbo C十十の

ユーザーの方の障害となりかねないためです。」（ポーランド

言語プロダクトマネージャ談）とのことです。

しかし、NECはDOS5．OAでDPMI．EXEというDPMIをサ

ポートする常駐プログラムを提供するようになりました。

DOS／VではもともとEMM386がVCPIをサポートしていますし、

サードパーティ製のメモリマネージャでもVCPIやDPMIのサ

ポートは当然の機能になっています。アプリケーション側でも

機能拡張のためにプロテクトモードを使うようになっており、

ポーランドから発売されているDOS版のParadoxやdBASEIV

はプロテクトモードで動作するものになっています。

いま販売されているパソコンでは、2－3MBのメモリは当然

のように実装されています。こうした状況で、Turbo C十十もリ

アルモードに固執する必要がなくなったということでしょう。

TurboC十十4・OJは、プロテクトメモl）を利用し、数多くの新し

い機能を取り込んでいます。「Turbo C十十3．0ではなく、独自

に4．OJというバージョンを実現したのは、DOSでも最新のC十十

の機能を利用していたたくためです。C十十の新しい機能は、ア

プリケーション開発に非常に役立つものです。」（同氏）

TurboC十十4．OJの新たな特長を順に紹介していきましょう。

1．　プロテクトモードでの動作

Turbo C十十1．0ではDOSのリアルメモリだけを使っていたの

で、大きなプログラムをコンパイルするためにオーバーレイが

多用されていました。Turbo C＋＋のオーバーレイは、

VROOMM（Virtual Runtime Object Oriented Memory

Manager）という独自技術のもので拡張メモリにも対応してい

ましたが、オーバーヘッドは避けられません。

Windows中心で開発環境が整備され、DOS開発への要求が見

送られることが多い中、DOSアプリケーション開発の救世主と

もなりそうなこれらの製品について主な機能をさぐってみます。

これに対してTurboC十十4．OJは、プロテクトモードで動作し

ます。このため、リアルモードよりも飛躍的に大きなメモリを

使え、大規模なプログラムも軽快にコンパイルできます。統合

環境も、オーバーレイによる速度低下の心配なく使えます。

扱えるプログラムの規模やシンボル数が向上したことで、別

売のBorland Powel・Pack R）r DOS16やTurbo Visionなどのク

ラスライブラリを使って、より快適な開発環境が利用できます。

2．　最新のC十十に対応、コンパイラの強化

Turbo C十十4．OJは、既に発売されているBorlantl C十十4．OJ

と同様にテンプレート、例外処理、RTTIを含む最新のC十十の

仕様を取り入れています。これらの機能は、他社のプロ向けの

製品ですらサポートしていないものもあります。

ポーランドは、Turbo CがANSI Cに積極的に対応してきた

ように、標準仕様への適合に力を入れてきた会社です。（〕十十に

ついてもANSI C十十への適合を強化することで、将来性を確保

した上で、より安全なプログラムの開発が実現されています。

コンパイラの強化はこれだけに富まりません。CIC十十のプロ

グラム中にかかれているアセンブリプログラムをコンパイラ自

身が処理するための組み込みアセンブラ、386の32ビットレジ

スタを利用してlong整数演算を高速化する－3オプションなど各

種の機能が強化されています。

3．　強化された統合開発環境、エディタ

Tul・bo C十十4．OJの統合開発環境GDE）は、Borland C十十3．1

をベースにし、BorlandC十十4．OJのコンパイルオプションなど

を取り込んでいます。つまり、IDEそのものはすでに多くの

BorlandC十十3．1ユーザーに使われている実績を持つものです。

これは、Turbo C十十1．0に比べてもかなり機能が強化されて

います。たとえば、エディタは予約語や定数、文字列などを色

分けして表示する構文強調表示をサポートしています。また、

操作ミスを取り消すためのエディタのアンドゥ・リドゥがメモ

リの許す限り無制限にサポートされます。これにより、いった

ん全置換してしまった文字列を元に戻すこともできます。

もちろん、従来の使いやすいプロジェクトマネージャ、マル

チファイルエディタ、IDEによるソースレペ）レデバッグ、充実

したヘルプなどの機能はそのまま引き継がれています。

4．　98とDOSNへの両対応

Turbo C十十4．OJは、DOS／Vユーザーの方には特に歓迎され

るかもしれません。これまでは、TuI・boC十十k）rWindows3．1

というWindows向けの製品はあったのですが、DOS用のTurbo

C十十はなかったためです。Turbo C十十4．OJの登場で、DOS／V

でもDOS用の安価なC／C十十処理系が手に入るようになりました。

しかも、98版とDOSN版はひとつのパッケージで提供されま

す。ポーランドのライセンスでは、同時に別のマシンにインス

トールするのでなければ、あるマシンから別のマシンに開発環

境を移行することは問題ありません。つまり、今98を使ってい

る場合、Turbo C十十4．OJを購入すれば、DOS／Vに移行した場

合でも新たにDOS／V用のTurbo C十十4．OJを購入する必要はな

いわけです。

4BCMAGAZINE1995Apm



ライブラリ関数も、コンソール関数、グラフィックス関数、

浮動小数例外について98とDOSNで共用できるようになって

います。これは、単に2種類のライブラリが入っているという

わけではありません。これらの機能は、単独の実行ファイルで

98とDOSNの両方で実行できるというものなのです。

これは、Borland C十十4．OJでも実現されていたことですが

（総力レポート参照）、このようなユーザーフレンドリーな発想

が、またポーランドの魅力でもあります。

5．　TurboDebugger4．0の標準添付

Turbo C十十4．OJには、DOS用のスタンドアロンデバッガと

してTurbo Debuggel・4．0が標準添付されています。Turbo

Debuggerは、オブジェクト指向的なデバッグ手法を取り入れ

た使いやすいデバッガとして従来から定評のあるものです。

Turbo Debuggerを使えば　ソースレベルデバッグ、アセン

ブリレベルデバッグ、イベントログや式の実行も指定できるブ

伽〝劇場妨
BorlandPowerPackR）rDOS16（以下PowerPackR）rDOS16）

は、BorlandC十十4．OJやTurbo C十十4．OJを使って、DOSの16

ビットに対応したプロテクトモードアプリケーションを開発す

るためのライブラリやツールを提供します。

もともと、米ポーランドでは英語版のBorland C十十4．0用に

BorlandPowerPackfbrDOSという製品を発売していました。

これは、16ビットと32ビットの両方のプロテクトモードアプリ

ケーションを作成できるものです。日本で16ビットに限定した

製品を発売することになったのは「16ビットに限定し価格を抑

えることで、個人ユーザーの方でも利用しやすいものにした

かったのです。理論上は16MBまでのメモリを利用できますし、

Windows形式のDLLも16ビットの方が使われるでしょう。」

（ポーランド言語プロダクトマネージャ談）とのことです。32

ビット対応版についての予定は検討中とのことです。

では、PoweI・PackR）rDOS16の特長を紹介しましょう。

1，　安価な16ビットDOSエクステンダー

DOSエクステンダーとは、DOS上のプログラムをプロテク

トモードで動作させるための技術で、これによって640KBのメ

モリの制約から解放され、メモリが実装されていれば理論的に

は16MBまでのプロテクトメモリをプログラムで利用できます。

しかも、プロテクトメモリをオーバーレイのバッファとして

ではなく、プログラムのメインメモリとして使えますから、大

親模なデータを扱う場合にも利用できます。特に、最近の機種

では2－3MBのメモリが実装されているのは当たり前ですから、

これがDOSで活用できるというのは嬉しいことです。

PowerPackめr DOS16は、Borland C十十4．OJやTurbo C十十

4．OJ用のDOSエクステンダー製品で、各製品のユーザーに

18，000円で販売されます。この18，000円という価格がいかに脅

威的であるかは、従来のDOSエクステンダー製品の価格は10

万一数10万になることを考えてもわかります。これによって、

個人ユーザーでも十分にDOSエクステンダーのパワーを活用で

きるようになったといえるでしょう。

2．　作成したプログラムの配布が自由

PowerPackRlrDOS16は、製品そのものが安価であることに

加え、作成したアプリケーションを配布したり販売する場合で

も、特別なライセンス料などはとられません。プログラムを配

布するたびに、ライセンス料を徴収される製品がある中で、

PowerPackめrDOS16の姿勢は評価されるべきでしょう。

レークポイント、C／C十十式を評価できるウオッチなどさまざま

な方法を使って、快適なデバッグが実現できます。しかも、

TurboDebugger4．0は、DPMIに対応しているため、デバッガ

自身が消費するリアルメモリはわずかです。

6．　充実したオプション

Turbo C十十4．OJでは、Borland PowerPack凡rr DOS16や

TurboAssemblel・4．OJなどの充実したオプションがサポートさ

れています。これらは、より機能が高く、優れたアプリケー

ションを開発するのに役立ちます。

このようにTurboC十十4．OJは、BorlandC十十にも匹敵するパ

ワーを備えるようになりました。価格は29．800円とリーズナブ

ルですが、必ずしもエントリーユーザーのものだけでなく、

DOSでの開発を続けているプロフェッショナルプログラマの方

にとっても大いに役立つ製品と言えるでしょう。

3．　ポーランド製品での実績

PowerPack H）r DOS16は、これまでのポーランド製品にな

かった新製品です。とかく新たな製品というものは、いろいろ

な問題をかかえがちですが、PowerPack nJr DOS16はポーラ

ンドが自社製品の開発のために利用してきたDOSエクステン

ダー技術そのものが製品化されたものです。

このため、Borland C十十2．0からのポーランド製品での実績

をそのままユーザープログラムで利用できるわけです。機能よ

り実績を重視する場合でも、安心して利用できます。

作成したアプリケーションは、VCPIIDPMIに自動的に対応

するため、VCPI／DPMI対応の仮想86EMSなどとも共存できる

ようになります。

4．　DOS用のクラスライブラリTurboVision2．0

TurboVisionは、ポーランドが早くから提供していたDOS上

でキャラクタペースのユーザーインターフェースを提供する

C十十のクラスライブラリです。TurboVisionの登場によって、

メニュー、ステータスバー、マルチウインドウ、ダイアログ

ボックスなどを備えたアプリケーションの開発が飛躍的に効率

化されました。

PowerPack仕）r DOS16には、診断機能などが強化された

TurboVision2．0というバージョンが入っています。もちろん、

このTurboVision2．0はPowerPackR）rDOS16のDOSエクステ

ンダー機能とともに使うことができるため、従来メモリが不足

しがちで使いたくてもTurboVisionを使いにくかった場合でも、

活用できるようになるでしょう。
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5．　98とDOSNに両対応

Bol・land C十十4．OJやTurbo C十十4．OJのライブラl）関数がで

きるだけ98とDOSIVの共通化をはかっていることと同じよう

に、PowerPack R｝r DOS16も同一の実行ファイルで98と

DOS／Vの両方に対応するよう設計されています。

これは、前述のTurboVisionでも同様です。Turbo Visionの

標準的な機能を使って開発したアプリケーションは、98と

DOSNのどちらの機種でも実行できます。このことは、DOS

エクステンダーやTurbo Visionを使った高度で使いやすいアプ

リケーションを開発する場合に、98とDOS／Vの両方に対応す

るためのコストがほとんど不要になるということです。つまり、

ひとつのアプリケーションを開発する労力で、より多くの利用

者が獲得できるということになります。

6．　プロテクトモード対応のBGI

BGIは、ポーランドの言語製品で使われている汎用性の高い

グラフィ　ックスインターフェースです。PowerPack　龍）r

DOS16では、16ビットのプロテクトモードに対応した

BGI（．BGX）がサポートされるため、プロテクトモードアプリ

ケーションからグラフィックス関数が利用できます。

もちろん、コンソール関数も利用できます（BIOS関数はご利

用いただけません）。

7．　Windows形式のDLLをサポート

PoweI・Packもr DOS16の大きな特長のひとつに、Windows

形式のDLLをサポートしていることが挙げられます。

PowerPack R）r DOS16を使うと、複数の実行ファイル（．EXE）

タとl多

WindowsやWindows NTなどの新しいOSが普及していくの

とは対象的に、既存のDOSアプリケーションのメンテナンスや

拡張、あるいは新規開発の要求は少なくありません。Turbo

C十十4．OJとPowerPack K）rDOS16は、こうしたDOS開発の要

求を満たすものとして大いに活躍することでしょう。

から共通に呼び出す機能を、実行時にリンクできるDLLで提供

することができます。そして、PowerPack仕）r DOS16を使っ

て作成したDLLは、そのままWindows3．x用のアプリケーショ

ンからも参照できます。

つまり、PowerPack龍rr DOS16を使ってDLI．を開発してお

けば、開発対象がWindowsに移行した場合でも、そのままそ

のDLLを使えるわけです。これは、将来Windowsへの移行を

検討している開発者の人には朗報でしょう。

8．　TurboDebuggerを使ったデバッグ

機能はともかく、DOSエクステンダー機能を提供する製品は

決して少なくありません。しかし、その多くが満足なデバッグ

環境を提供していません。

PowerPack R）r DOS16では、Borland C＋＋　4．OJやTurbo

C十十4．OJで使われているDOS用のTurboDebugger4．OJを使っ

て統合型のユーザーインターフェースを使った、ソースレベル

Iアセンブリレベルのデバッグを実現しています。

Turbo Debuggerは、豊富な機能とすぐれた操作性を兼ね備

えたスタンドアロンの統合環境型デバッガで、アプリケーショ

ン開発においてもっとも時間のかかるデバッグ作業を効率化し

てくれるものとして高い評価を受けています。Turbo

Debuggerのサポートによって、プロテクトモードアプリケー

ションの開発効率は飛躍的に改善されるでしょう。

Borland PowerPackめr DOS16は、さまざまな目的で使わ

れ続けているDOS環境でのプログラミングに、新しいパワーを

そそぐことになるでしょう。

また、どちらの製品も既存技術を組み合わせたり、社内でつ

ちかわれてきた技術を利用して開発されたものです。このため、

これらの製品は、’’実績のある新製品－’としてあたかも何年も前

にリリースされた製品のように安心して製品を使うことができ

るでしょう。

休刊の挨拶i未来に向けて
残念ながら、本誌は今月号で休刊することとなった。短期間

であったが、本誌を読み通していただいた読者の方には、ただ

感謝あるのみである。あまりに短期間であったため、本誌が創

刊の目的をどこまで達成できたかどうかは今後の評価を得たね
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ばならない。しかし、本誌の意志が今後も読者の記憶の片隅に

でも残ることとを願う。

また、どこかでお会いする機会があるかもしれないので、そ

の時を楽しみにしてほしい。

＊注意　本誌の内容について、弊社インフォメーションセンターまたはテクニカルサポートでのお問い合わせはご遠慮ください。
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